
第 136 回新潟眼科集談会 
 

 

【1 日目】  日   時  2025 年 12 月 20 日（土）  14：00～17：30 

会   場  新潟医療人育成センター（新潟大学旭町キャンパス内） 
新潟市中央区旭町通  1-757 

緊急連絡先 TEL ０７０-５５９５-５０１３ （事務局 PHS） 

 

【2 日目】  日   時   2025 年 12 月 21 日（日） 9：00～12：50 

開催方法   Zoom による Web 開催 

 
 

ご  案  内 
 
1. 口演時間は 7 分と討論は 3 分、合計 10 分間です。口演時間の厳守をお願い致します。 
2. ご発表者は講演規定をよくご確認の上、規定に従って発表をお願い致します。 
3. （財）日本眼科学会専門医制度認定事業（№59006）です。 
4. 新潟県医師会生涯教育事業の認定、及び大学院特別講義の指定を受けています。 
5. 職員構内駐車場を現地開催の 1 日目のみ 10：30AM から、開放致しますのでご利用下さ

い。入出場ゲートは構内西端。尚、出場時ゲートは何時でも開きます。 
6. 抄録の提出は不要です。 
 

プ ロ グ ラ ム 
 

2025 年 12 月 20 日（土） 
 

14：00～14：20        「医学部学生研究」         座長：安藤 拓海（教室） 

 

1. 網膜前膜に対する硝子体術後早期の黄斑白色病変 
○高山 響（医学科 3 年）、安藤 拓海、寺島 浩子 、吉田 博光、野﨑 耀平、 

塩崎 直哉 、小林 大悟 、有松 真央 、安藤 克海（教室） 
 
2. 緑内障患者におけるトラベクレクトミー施行後の Quality-Of-Vision（QOV）の変化 

○石塚 航大（医学科 3 年）、飯川 龍、田沢 綾子、小林 大悟、石川 浩子、 
長谷部 里佳、赤木 忠道（教室） 

 
14：20～14：50     「ぶどう膜・ロービジョンケア」     座長：黒澤 史門（教室） 
 
3. 妊娠中の Behcet 病患者に対する生物学的製剤の使用経験 

○野神 壮也、黒澤 史門、小林 直太（教室） 



4. 新潟大学眼科で入院加療した急性網膜壊死の 2 症例 
○加藤 龍星、黒澤 史門、佐々木 藍季子、小林 直太（教室） 

 
5. ニーズに合わせた最新の ICT サポートアプリ-加齢黄斑変性の 1 症例と緑内障性視神経症の 1 症

例へのロービジョンケア- 
○市村 美香、落合 竣（教室）、石井 雅子（新潟医療福祉大）、山口 俊光（新潟大 研究院

自然科学研究科）、張替 涼子（新潟大 眼科）、赤木 忠道（教室） 
 

14：50～15：30         「網膜硝子体 1」         座長：小林 大悟（教室） 
 
6. 毛様網膜動脈の閉塞によると考えられる RAO の一例 

坂井 豊明（坂井眼科医院） 
 

7. OVD と PFCL を用いた遊離内境界膜移植 
○中野 英之、村上 健治、引間 孝輔、吉田 哲広（新潟市民病院） 

 
8. 体位モニタリングセンサーを用いた硝子体術後体位の検証 

○野﨑 耀平、安藤 拓海、小林 大悟、塩崎 直哉、吉田 博光、寺島 浩子（教室）、 
横野 知江（新潟大 保健学研究科） 

9. 術前視力良好な特発性網膜前膜における術後視機能の検討 
○吉田 博光、寺島 浩子、安藤 拓海、小林 大悟、塩崎 直哉、 

野﨑 耀平（教室）、 上田 恵理子（教室・上田眼科） 
 

15：30～16：10          「緑内障 1」          座長：田沢 綾子（教室） 
 
10. プリザーフロ®マイクロシャントを施行した原発小児緑内障の１例 

○佐藤 新、早川 陽太、長谷部 里佳、石川 浩子、小林 大悟、田沢 綾子、 
飯川 龍、赤木 忠道（教室） 

 
11. 緑内障患者において Better eye と Worse eye が両眼開放視野に与える影響 

○松浦 将人、宮本 大輝、秋山 優美、押切 寧々、赤木 忠道（教室） 
 

12. 緑内障眼におけるアイモ vifa10-2 両眼同時刺激法と HFA10-2 best location 法の比較 
○宮本 大輝、松浦 将人、市村 美香、赤木 忠道（教室） 

 
13. 新潟大学眼科での緑内障患者に対するマイクロパルス経強膜毛様体光凝固の術後成績 

○長谷部 里佳、石川 浩子、有松 真央、小林 大悟、田沢 綾子、飯川 龍、 
赤木 忠道（教室） 

16：10～16：30 休憩 



16：30～17：30   「シンポジウム 学位論文について語る」     座長：植木 智志（教室） 
 
座長のことば 
 本シンポジウムでは最近 1-2 年間に学位論文を書き上げた教室の先生たちに「自身の研究内容の

紹介」・「大学院生として得られたことや苦労したこと」を中心に講演してもらいます。後半のディ

スカッションでは「テーマの選定」・「データ収集・統計解析」・「論文化」・「時間のマネジメント」

などについて演者とパネリストからコメントしてもらい、今後さらに教室の研究活動が盛り上がる

道筋が見えてくることを期待しています。自分自身は基礎研究にも臨床研究にも携わってきました

が、特に臨床研究は自身の臨床スキルを上げるために有用だと考えています。これから大学院進学

を考えている若い先生たちにも、かつて研究活動に携わったベテランの先生たちにも、本シンポジ

ウムを楽しんでいただきたいです。 
 
パネリスト：赤木 忠道、寺島 浩子（教室） 
 
14. 黄斑円孔と健常僚眼における無血管領域の面積比と長期視機能との関連 

安藤 拓海（教室） 
 

15. ニードリングを併用した眼内法によるエクスプレス抜去術 
小林 大悟（教室） 

 
16. 黄斑剥離を伴う裂孔原性網膜剝離における手術後の変視症と発症からの経過期間および黄斑形

態との関係 
佐藤 伊将（新潟大学地域医療教育センター魚沼基幹病院） 

 
17. 開放隅角緑内障患者におけるコントラスト感度と The 25-item National Eye Institute Visual 

Function Questionnaire（NEI VFQ-25）Rasch スコアとの相関 
中野 里絵子（川野眼科） 

 
2025 年 12 月 21 日（日） 

 
9：00～10：00      「特別講演」    座長：福地 健郎（順天大・静岡、新潟南病院） 

 
18. 新潟大学眼科の歴史から未来へ 

赤木 忠道（教室） 
 
1910 年に開設された新潟大学眼科には、115 年という長きにわたる歴史があります．そして、

日本の中途失明原因第一位の疾患である緑内障を主たる専門としてきた伝統があります．私は

1998 年に眼科を専攻して以降、様々な専門領域の診療・手術を経験し、研究では網膜の再生・

移植・発生分化に関わる基礎研究に没頭した後、眼科医 13 年目からは緑内障を専門として診

療・研究に邁進してきました．緑内障分野での功績を認めていただき、2021 年からは新潟でお



世話になっています．これまでの新潟大学眼科の歴史と私自身の業績を振り返りつつ、未来を

みつめる機会としたいと思います． 
 
10：00～10：40       「腫瘍・神経眼科」          座長：塩崎 直哉（教室） 
 
19. 鼻上側の眼窩脂肪ヘルニアの 1 例 

○安藤 克海、塩崎 直哉（教室）、大湊 絢（白根アイクリニック） 
 

20. 眼窩外傷として初期診断された Duane 症候群の 2 例 
 塩崎 直哉（教室） 

 
21. 化学療法が著効した視神経浸潤を伴う再発性急性リンパ性白血病の 1 例 

○早川 陽太、植木 智志（教室）櫻澤 慧、長谷部 日（済生会新潟病院） 
 

22. 視神経炎発症後の多発性硬化症移行リスクの検討 
○長谷川 友加里、植木 智志、畑瀬 哲尚（教室・今井眼科医院）、赤木 忠道（教室） 

 
10：40～11：30          「角膜・結膜」         座長：小林 直太（教室） 
 
23. 石田眼科医院での角膜移植の現状 

○石田 学、石田 誠夫、松木 佐代子、大原 瞳（石田眼科医院） 
 

24. レーザー虹彩切開術後に角膜浮腫を発症し、点眼薬治療等で改善した症例の長期経過 
○今井 和行（今井眼科医院）、澤田 英子（さわだ眼科クリニック）、畑瀬 哲尚（今井

眼科医院）、福地 健郎（順天大・静岡、新潟南病院） 
 

25. 新潟大学眼科における 0.1%タクロリムス点眼の使用状況 
○佐々木 藍季子、黒澤 史門、小林 直太（教室）、松田 英伸（松田眼科医院） 

 
26. 濾過手術歴を有する水疱性角膜症に施行した角膜内皮移植の生着不良例 

○小林 直太、黒澤 史門、佐々木 藍季子（教室）、松田 英伸（松田眼科医院） 
 
27. 角膜移植後生着率に緑内障手術が与える影響についての解析 

◯黒澤 史門、小林 直太、佐々木 藍季子（教室）、松田 英伸（松田眼科医院）、 
赤木 忠道（教室） 

 
 
 

11：30～12：10        「網膜硝子体2」             座長：吉田 博光（教室） 



 
28. 房水循環についての新たな視点: 網膜が重要な役割を果たす 後編 

○植木 智志（教室・統合脳機能研究センター）、鈴木 雄治（統合脳機能研究センター・国立

病院機構西新潟病院小児科） 
 

29. 新生血管型加齢黄斑変性症に対する aflibercept 8mg 切り替え後の 1 年成績 
○高田 律子（長岡中央綜合病院）、福島淳志（やおえだ眼科） 

 
30. 網膜前膜の牽引中心の位置と視機能 

○落合 竣、安藤 拓海、吉田 博光、塩崎 直哉、小林 大悟、有松 真央、野崎 耀平、

安藤 克海、寺島 浩子（教室） 
 

31. 高齢と緑内障が網膜前膜術後の機能回復に与える影響 
○寺島 浩子、吉田 博光、安藤 拓海、野﨑 耀平、塩崎 直哉、小林 大悟（教室） 

 
12：10～12：50          「緑内障 2」            座長：飯川 龍（教室） 
 
32. 新潟大学眼科でのプリザーフロ®マイクロシャント術後成績 

○石川 浩子、飯川 龍、田沢 綾子、小林 大悟、長谷部 里佳、赤木 忠道（教室） 
 

33. ハンフリーSITA Faster による経過観察症例の検討 
〇栂野 哲哉、鈴木 有美、中川 幸子、加藤 幸穂、茂筑 亜花里（旭岡アイクリニック） 

 
34. 緑内障患者における前房深度と視野の左右差の関係についての検討 

○田沢 綾子、早川 陽太、長谷部 里佳、石川 浩子、小林 大悟、飯川 龍、 
赤木 忠道（教室） 

 
35. 緑内障患者におけるプリザーフロ®マイクロシャント施行後の Quality-Of-Vision（QOV）の変

化 
○飯川 龍（教室）、萬代 赳史（医学科 5 年）、田沢 綾子、小林 大悟、石川 浩子、 

長谷部 里佳、赤木 忠道（教室） 
 


